






要約:厚生省標準方式で予防処置をした79例に於いて,予防処置終了後2歳迄のHBV感染の

有無を検討した。79例中 1例が予防処置終了後にキャリアー化し,4 例に HBc 抗体の持続的

高値が見られた。また 8例に一過性の HBc 抗体の高値を認めた。 

最終ワクチン終了後2ヵ月(生後 7ヵ月)の時点でのHBs 抗体価と HBc 抗体価の関係をみる

と,ワクチン無反応で且つ HBc 抗体価が低い例では HBV 感染の機会が高いと考えられた。 


